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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】 
 陽電子放出断層撮影法（Positron emission tomography：PET）は陽電子放出核種を用いた機能代謝画像を得る撮
影法であり、脳機能検査、心筋機能評価、悪性腫瘍診断などに広く用いられている。近年、PET の解剖学的情報の乏




 ところで、18F でグルコースを標識した 2-deoxy-2-[18F] fluoro-D-glucose（18F-FDG、以下 FDG）を用いた FDG 
PET/CT は全身の様々な悪性腫瘍診断に用いられており、頭頸部癌においても staging や再発診断において高い診断





歯科疾患と FDG 集積の関連性を調査することを目的とした。 
【対象と方法】 
1. ファントム実験による金属アーチファクトの影響の検討 
 径 20 cm の円柱ファントム（容積 5290 ml）内に歯列模型を置き、FDG 水溶液（3.70 kBq/g）を満たして密閉し
た。歯列模型は非金属製で、下顎右側⑦65④ブリッジ（JIS 規格金銀パラジウム合金製）を作成し着脱可能とした。
歯列模型近傍に擬似腫瘍（径 16 mm の球状ファントム、容積 2.14 ml）の最大径が下顎両側大臼歯歯冠部中央を通る
平面に一致するよう固定した。擬似腫瘍の放射能濃度/バックグラウンドの放射能濃度比を 2.5：1 に調整した。装置
は CT データによる吸収補正を行う Gemini GLX 16（Philips Medical Systems, Markham, Ontario, Canada）およ
び Discovery ST Elite（GE Medical Systems, Waukesha, Wisconsin, USA）、137Cs による吸収補正を行う Eminence 
SOPHIA SET-3000 GCT/X（Shimadzu Corporation, Kyoto, Japan）の各 PET/CT 装置を用いた。金属補綴物を装
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が視覚的に最も強い集積を示す軸位断像を解析画像とした。解析は半定量的指標として SUV（Standardized Uptake 
Value）を用いた。SUVmean 比（擬似腫瘍 ROI（region of interest）の SUVmean/バックグラウンド ROI の SUVmean）
を算出し、PET 画像への金属の影響は各腫瘍部位で金属の有無による SUVmean 比の変化率で評価した。 
2. 歯科疾患と FDG 集積の関連性 
 PET 総合検診を受けた患者 103 例を対象とし、FDG PET 撮像前に口腔内を診察し、齲蝕、歯周病、根尖性歯周炎
の有無を評価した。Discovery ST Elite（GE Medical Systems, Waukesha, Wisconsin, USA）を用いて４時間絶食








 擬似腫瘍が下顎右側臼歯部舌側に位置した場合では、Eminence SOPHIA において補正不足の傾向を認めた。擬似






2. 歯科疾患と FDG 集積の関連性 





 CT あるいは単一光子線源（137Cs）による吸収補正を用いた PET/CT において、口腔内の金属補綴物近傍の小さな
腫瘍を部位によっては金属アーチファクトのため定量的に正確に評価できない可能性が示唆された。また、歯科疾患
のうち、歯周病および根尖性歯周炎は口腔内の非腫瘍性の FDG 集積と有意な相関を示した。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 





 以上の業績は PET/CT の、より正確な頭頸部診断に大きく貢献するものであり、博士（歯学）の学位授与に値する
ものと認める。 
